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新
議
長
、
副
議
長
を
選
出

新
議
長
、
副
議
長
を
選
出

　

今
定
例
会
開
会
の
冒
頭
に
、
正
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
第
５
代
議
長
に
榎
戸
甲
子
夫

議
員
、
第
５
代
副
議
長
に
水
越
照
子
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

副　議　長

水 越 照 子
議    長

榎 戸 甲子夫

就任のごあいさつ就任のごあいさつ

各

委

員

会

等

の

構

成

各

委

員

会

等

の

構

成

　

各
委
員
会
及
び
筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会
議
員
が
、
次
の
と
お
り
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

新

正

副

議

長

を

選

出

新

正

副

議

長

を

選

出

経済土木委員会

（６名）

福祉厚生委員会

（７名）

市民文教委員会

（６名）

総務企画委員会

（７名）

◎

○

宮 﨑 　 勇

三 浦 　 讓

堀 江 健 一

金 澤 良 司

赤 城 正 徳

秋 山 恵 一

◎

○

真 次 洋 行

藤 川 寧 子

百 目 鬼　 晋

加 茂 幸 恵

新 井 利 平

片 平 忠 行

關 　 四 郎

◎

○

仁 平 正 巳

増 渕 慎 治

𠮷 原 一 利

水 越 照 子

外 山 壽 彦

榎 戸 甲 子 夫

◎

○

須 藤 　 茂

尾 木 恵 子

内 田 哲 男

水 柿 一 俊

山 口 　 明

箱 守 茂 樹

鈴 木 　 聡

筑西広域市町村圏

事務組合議会議員

（１０名）

広報特別委員会

（９名）

議会運営委員会

（９名）

百 目 鬼 　 晋

真 次 洋 行

仁 平 正 巳

水 柿 一 俊

新 井 利 平

榎 戸 甲 子 夫

山 口 　 明

秋 山 恵 一

片 平 忠 行

鈴 木 　 聡

◎

○

増　渕　慎　治

𠮷　原　一　利

真　次　洋　行

金　澤　良　司

水　越　照　子

水　柿　一　俊

加　茂　幸　恵

榎 戸 甲 子 夫

藤 川 寧 子

◎

○

堀 江 健 一

外 山 壽 彦

尾 木 恵 子

藤 川 寧 子

赤 城 正 徳

秋 山 恵 一

箱 守 茂 樹

關 　 四 郎

三 浦 　 讓

議員紹介

増
渕
慎
治
議
員

　

４
月
19
日
の
市

議
会
議
員
補
欠
選

挙
に
お
い
て
、
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
市
政
の
発
展

と
議
会
活
動
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
た
び
６
月
定
例
会
に
お
き

ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
、

副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光

栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
の
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ

る
未
曾
有
の
経
済
危
機
の
中
、
日
本
経
済
に
お

い
て
も
株
価
の
大
幅
な
下
落
、
円
高
等
、
経
済

が
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
国
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
も
と
、
本
市
に
お
い
て
も
法
人
市
民
税
等
の

大
幅
な
減
少
と
い
う
影
響
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
の
行
財
政
を
取
り
巻
く
情
勢
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
特
に
市
民

病
院
や
ス
ピ
カ
ビ
ル
問
題
等
の
解
決
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
議
会
本

来
の
役
割
で
あ
り
ま
す
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十
分

に
果
た
し
、
市
民
が
安
心
、
安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
全
力
を
傾
け
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。



3

第２回定例会第２回定例会

  
平
成
平
成
2121
年
第
２
回
定
例
会

年
第
２
回
定
例
会

  
議議  
案案  

説説  

明明

　
　
　

　　

今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
議
案
第
42
号
は
、
人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
も
の
で

す
。

○
議
案
第
43
号
は
、
固
定
資
産
評
価
員

の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
も
の

で
す
。

○
議
案
第
44
号
は
、
公
平
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
も
の

で
す
。

○
議
案
第
45
号
及
び
46
号
は
、
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
47
号
は
、
筑
西
市
教
育
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
た
め
、
大
村
、

村
田
、
鳥
羽
、
上
野
及
び
長
讃
小
学

校
に
、
パ
ソ
コ
ン
及
び
関
連
機
器
を

購
入
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
48
号
は
、
協
和
地
区
に
お
け

る
交
通
不
能
区
間
に
よ
る
１
路
線
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
49
号
は
、
下
館
地
区
に
お
け

る
寄
附
行
為
及
び
開
発
行
為
に
よ
る

路
線
の
認
定
、
協
和
地
区
に
お
け
る

起
点
変
更
に
伴
う
１
路
線
を
再
認
定

す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
50
号
は
、
市
長
の
任
期
開
始

以
後
、
毎
年
公
表
す
る
こ
と
と
な
る

資
産
報
告
書
に
つ
い
て
、
当
該
資
産

の
増
減
を
わ
か
り
や
す
く
当
該
報
告

書
に
記
載
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の

で
す
。

○
議
案
第
51
号
は
、
特
別
参
与
の
設
置

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

○
議
案
第
52
号
は
、
障
害
者
地
域
自
立

支
援
協
議
会
の
設
置
に
伴
う
障
害
者

福
祉
計
画
策
定
委
員
会
の
名
称
変
更

及
び
市
立
学
校
に
お
け
る
理
科
支
援

員
の
報
酬
の
追
加
を
す
る
た
め
改
正

す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
53
号
は
、
平
成
21
年
税
制
改

正
及
び
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の

改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の

介
護
納
付
金
課
税
額
の
限
度
額
を
改

正
す
る
ほ
か
、
個
人
市
民
税
に
倣
っ

た
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の
特
例

規
定
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
54
号
は
、
県
の
医
療
福
祉
対

策
要
綱
の
改
正
に
よ
り
、
妊
産
婦
に

係
る
医
療
福
祉
費
の
支
給
が
対
象
疾

病
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
県
要

綱
に
即
し
た
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
55
号
は
、
県
の
医
療
福
祉

対
策
要
綱
及
び
筑
西
市
医
療
福
祉
費

支
給
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
よ
り
、

医
療
福
祉
費
の
支
給
対
象
と
な
ら
な

く
な
っ
た
妊
産
婦
に
係
る
対
象
疾
病

以
外
の
疾
病
に
係
る
医
療
費
を
市
単

独
事
業
の
は
ぐ
く
み
医
療
費
と
し
て

支
給
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
56
号
は
、
一
般
会
計
の
補

正
予
算
で
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

３
億
３
，
３
４
２
万
余
円
を
追
加

し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
５
２
億
６
，

６
４
１
万
余
円
と
す
る
も
の
で

す
。
主
な
内
容
は
、
地
域
活
性
化
経

済
危
機
対
策
事
業
と
し
て
２
億
８
，

２
４
１
万
余
円
の
増
額
、
内
訳
と
し

て
は
、
小
中
学
校
耐
震
診
断
調
査
等
、

道
路
改
良
等
や
、
緊
急
雇
用
創
出
事

業
と
し
て
、
こ
ど
も
安
心
教
育
環
境

整
備
な
ど
で
す
。

暑
中
お
見
舞
い

暑
中
お
見
舞
い

　
　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

　

公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
議
員
個
人
の
暑

中
お
見
舞
い
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
差
し
出
し
、

初
盆
の
ご
挨
拶
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

筑
西
市
議
会 第

２
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

　

第
２
回
臨
時
会
は
、
５
月

　

第
２
回
臨
時
会
は
、
５
月
2222
日
に
日
に

開
か
れ
ま
し
た
。

開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
特
別
職
の
職

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
特
別
職
の
職

員
（
市
長
等
）
給
与
の
減
額
、
職
員

員
（
市
長
等
）
給
与
の
減
額
、
職
員

の
期
末
手
当
減
額
、
名
誉
市
民
故
森

の
期
末
手
当
減
額
、
名
誉
市
民
故
森

田
茂
先
生
市
葬
に
関
す
る
一
般
会
計

田
茂
先
生
市
葬
に
関
す
る
一
般
会
計

補
正
予
算
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
議
案
は
、
本
会
議
に
お

　

こ
れ
ら
の
議
案
は
、
本
会
議
に
お

い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原

い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
、

　

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
、

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
が
お
こ
な

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

わ
れ
ま
し
た
。

平成 21 年平成 21年


